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令和 5年度当初予算　主な事業

皆様、こんにちは。永渕史孝です。
新年度がスタート致しました。市民の皆様におかれましては、気持ち新たに笑顔で新たな春の季節
をお迎えのことと存じます。今回の通信では、新年度の当初予算などご報告致します。
今年度より、市に対して、その必要性を私自身訴えてきた神野公園再整備計画がいよいよ動き出し
ます。その動きに注視をしつつ、引き続き佐賀市にお住まいの皆様が住んでいて楽しいと思えるまち
づくり、住んで良かったと思えるまちづくりを目指し、力を尽くしてまいります。
皆様の力強いご支援とご協力、これからもどうぞよろしくお願いいたします。

ニューモビリティに係る調査・研究及び自動運転の実証実験に要する経費

●次世代交通調査研究実証経費（交通政策課）　　2,996万円

サンライズストリート（三溝線）沿線のポケットパーク整備等に要する経費

●佐賀駅周辺整備事業（佐賀駅周辺整備構想推進室）　7,593万円

SAGA2024競技別リハーサル大会の参加・来訪者へのおもてなしの実施及び本市の魅力発信に要する経費

●SAGA2024おもてなし推進事業（観光振興課）　1,600万円

SAGAサンライズパーク周辺道路整備に要する経費

●SAGAサンライズパーク周辺道路整備事業（道路管理課）　1億1,472万円

サンライズストリート（三溝線）の道路整備、歩道の高質化整備及び無電柱化整備に要する経費

●サンライズストリート（三溝線）整備事業（道路整備課）　2億2,100万円

神野公園の再整備に向けた基本構想策定に要する経費

●神野公園再整備事業（緑化推進課）　461万円

ご挨拶

佐賀市 2月定例会
　2月定例会は、2月28日に開会し、3月23日に閉会しました。予算17件、条例19件、一般4件、人事2件の計42議案と
諮問2件と請願1件を可決、同意しました。今年度の予算総額は、1,046億円で前年度同期に比べて、約6億円増となり、
0､6%増額となりました。

永渕 ふみたか

さが桜マラソン応援プロジェクトが無事終了！！　  3月19日（日）　城井樋公民館

校区で所属する子ども育成部会の事業において、さが桜マラソン2023のランナーの皆様に

感動していただくために、1.1ｍ×4ｍの長い布に、桜色の手形をみんなで押して桜の木を

表現し、それを掲げながらランナーを応援するプロジェクトが、3月19日（日）に開催され

ました。校区内にある多布施川付近はさが桜マラソンの40キロ地点最終コーナー前に当た

ります。地域の絆が希薄な現代、地域の子どもたちと地域住民の絆づくりの一環として、今回、

コロナ禍を乗り越え、4年ぶりに開催することができました。ランナーの皆様、応援に参加

していただいた皆様、そして運営に協力してくれた児童、生徒、大学生はじめすべての地域の

皆様に、ご参加いただいたこと心より御礼申し上げます。ありがとうございました。
今年の応援テーマは「限界突破」でした

可決された意見書は下記
●子ども関連予算の確保と制度の拡充を求める意見書

趣旨採択された請願は下記
●学校給食費の食材費高騰分を保護者負担にしないでください
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表面もご覧ください。

永渕ふみたか プロフィール

〒849-0928 佐賀県佐賀市若楠 3丁目 3-23

インターネットで「永渕ふみたか」と検索 !!
活動の日々を発信しています。

TEL.0952-38-2323
FAX.0952-33-5176

昭和51年８月19日生まれ（46歳）
佐賀北高等学校卒（30期）

建設環境委員会（委員長）　所属
議会広報広聴委員会（委員長）　所属
佐賀中部広域連合議会（消防委員会）　所属
佐賀空港の自衛隊駐屯地計画に関する
調査特別委員会　所属
若楠校区子ども育成部会　部会長

佐賀市議会　自由民主党　所属
令和3年10月佐賀市議選挙当選（3期目）

若楠校区子ども会会長
若楠校区地域子ども教室会長

http://nagafuchi-fumitaka.com/『永渕ふみたかホームページ』もご覧ください。 https://nagafuchi-fumitaka.com/
https://www.facebook.com/nagafuchifumitaka/

お気軽にご相談ください。

ここがポイント！ 　2月定例会では、不足する保育士を目指す環境づくりについて質問をしました。4月にはこども家庭庁も

発足し、そこでも保育の問題点というのは議論されることと思いますが、佐賀市議会でも度々、質問されるのが保育士不足の問題です。

保育士の不足の原因は、保育士が抱える「給与の問題」「繁忙事務問題」「休暇等の改善の問題」などに保護者対応などの難しさなど、

問題点を出せばいろいろ出てくるそんな状況だと思います。これに、配置基準の改善問題も今後出てくる可能性があります。保育士人材

確保の必要性はこれからも課題として議論を続けていかなければなりません。さて今回の一般質問では、保育士を目指す人々の状況

に変化は起きていないのかの確認として、保育士養成校の入学者数と定員充足率の推移についてお聞きしました。答弁のデータで

は令和4年の定員充足率は87.4%でしたがこのデータには、4年生大学の西九州大学子ども学科が含まれています。こちらの学科の卒業生

の約30%は、4年生大学でしか取れない小学校教諭一種免許を取得して学校教諭になられています。ですので、純粋な保育士の定員充足率の

データを求めるには、佐賀県下の保育士養成短期大学３校のデータで調べるのが現実的です。学校公開データを参考に３校の令和4年度の

定員充足率を調べ直すと、充足率は81%まで落ち込みます。これをその前年の令和３年度のデータで調べ直すと、70%後半まで佐賀の

保育士養成校の定員充足率は落ち込みます（独自調査）保育士養成校の定員充足率減少は、佐賀でもすでに危険信号が点滅している

状況だと現在感じています。保育士不足の問題は即効性のある対策もですが、長期的な展望を持ち、児童や生徒に保育分野に興味を

抱かせる対策も必要だと感じています。今回は、その点を念頭に、学校現場において児童たちが、保育分野を学ぶ機会を得ることはでき

ないのかと教育委員会に質問をしました。コロナ禍を超えた今、保育のことをもっと知る機会が教育の現場でも増え、当市においても

今後、保育士を目指す環境の充実が図られることを期待致します。

保育士を目指す環境づくりについて一般質問

保育士養成校の入学者数と定員充足率の推移の現状について

保育士養成校4校の入学定員と定員充足率は、令和2年は入学定員325人
に対して入学した人は284人（定員充足率87.4%）、令和3年は入学定員
310人に対して入学した人は263人（定員充足率84.8%）、令和4年は
入学定員310人に対して入学した人は271人（定員充足率は87.4%）
となっています。

総合学習などで、児童期に保育分野を学ぶ機会を作っても良いのでは？

児童が仕事に夢や希望を持つことができるような学習活動に取り組める
よう保育関係機関との連携を深めていきたいと考えています。
またそのような活動をおこなっている学校の情報を積極的に他の学校
にも提供していきたいと考えています。  

質問する私
※QRコードより質問動画ご覧いただけます。

答弁する中村教育長


